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1. 製品概要

CP−22−100−Bパージセットは圧力により各種液体のレ

ベルを測定するエアパージ式レベル計システムの定量気体

パージのためのものです。

ご指定により、タンク内に挿入するPGTバブラー管も合

わせて製造納入します。使用方法の概要を下記に示します。

タンク内の液体レベルをバブラー管の背圧により計測しま

す。特にスラリーレベルの計測に広く使用されます。タン

ク底のバブラー管先端での排圧は液位に比例します。測定

液のバブラー管への侵入を防止するために二次圧(負荷圧 )
変動形パージセットを使用します。このバブラー管先端で

の排圧を差圧計で監視する差圧発信器で伝送して液位を計

測します。

2. 受け入れ

製品受領に際しては下記をご確認ください。

■ 納入仕様書に記載されている通り正しく納入されてい

るか。

■ 輸送中の破損などはないか

 問題が発見された場合はすぐにお買い求め先にご連絡

ください。

3. 保管

本品を保管する場合、保存場所は下記に注意してくだ

さい。

■ 腐食性雰囲気がないこと

■ 埃、砂などがかからないこと

■ 湿度が一定で結露のないこと

■ 落下や機械衝撃のないこと

■ 雨水などがかからないこと

■ 周囲温度　−10〜＋50℃
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4. 標準外形寸法

下記に標準外形寸法を示します。特殊仕様などでこの寸法と異なることもありますので、取付寸法設計などに際しては、

納入仕様書で最終寸法を確認してください。

4.1 PGTバブラー管

ステンレス材質　固定フランジ (FW)

フランジ規格
パイプ呼び径
（φX） L1 D C T n-φh

FW10AJIS10K 10A
（17.3） 46 90 65 12 4-15

FW15AJIS10K 15A
（21.7） 46 95 70 12 4-15

FW20AJIS10K 20A
（27.2） 39 100 75 14 4-15

FW25AJIS10K 25A
（34） 39 125 90 14 4-19

PVC材質　固定フランジ (FW)

フランジ規格
パイプ呼び径
（φX） L1 D C T n-φh

FW10AJIS10K 18A
（18） 46 90 65 17 4-15

FW20AJIS10K 26A
（26） 45 100 75 20 4-15

ステンレス材質　摺動フランジ (FS)

フランジ規格
パイプ呼び径
（φX） L1 L2 D C T n-φh

FS15AJIS10K 10A
（17.3） 46 32 95 70 12 4-15

FS20AJIS10K 15A
（21.7） 46 32 100 75 14 4-15

FS25AJIS10K 20A
（27.2） 39 24 125 90 14 4-19

FS40AJIS10K 25A
（34） 39 21 140 105 16 4-19

PVC材質　摺動フランジ (FS)

フランジ規格
パイプ呼び径
（φX） L1 L2 D C T n-φh

FS25AJIS10K 18A
（18） 46 53 125 90 14 4-19

FS40AJIS10K 26A
（26） 45 55 140 105 14 4-19

4.2 CP−22−100-Bパージセット
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5. 設置

5.1 PGTバブラー管

1) タンク頂部のノズルからPGTバブラー管を挿入し

ます。

2) 設置に必要なガスケット、ボルト、ナットは、特に

ご指定のない限りお客様の所掌です。ご準備くださ

い。

3) 測長が長く測定液に波動、揺動が多い場合には、

適当な揺れ止め、サポートなどを行うことをお

薦めします。

5.2 CP−22−100−Bパージセット

1) 屋外に設置する場合はボックスなどに収納すること

をお薦めします。納入仕様書の外形寸法およびパネ

ルカット寸法を参照して、適品をご準備ください。

2) パネルをそのままＵボトルで固定するタイプも製造

します。この場合も納入仕様書を参照して、適切な

スタンションパイプを準備してください。

3) いずれの場合も、CP−22−100-Bパージセットの

パネルが垂直となるように設置してください。

傾くと精度誤差や動作不良の原因となります。
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6. 空気配管

1) 空気配管用のパイプ類は特にご指定のない限りお客様

の所掌です。ご準備ください。

2) CP−22−100−Bパージセットの切換ポート部に (1)(4)
(5)および(6)番のポートがあります。それぞれ下記の

接続をします。

・ PGTバブラー管のひとつのポートと、CP−22−100−B
パージセットの切換ポート部 (6)を接続する。

・ PGTバブラー管のもうひとつのポートと、CP−22−
100−Bパージセットの切換ポート部の (5)を接続する。

・ CP−22−100−Bパージセットの切換ポート部の (4)に
差圧伝送の場合は差圧発信器の高圧側を、差圧計によ

る表示の場合は差圧計を接続する。

・ CP−22−100−Bパージセットの切換ポート部の (1)に
供給空気 (窒素 )源を接続する。

供給する空気 (窒素 )は清浄で湿り気やドレンのないこと。

供給圧力は0.3〜0.99MPaのこと。

系統図

パージセット減圧弁

接続

Rc1/4 or NPT1/4(F)
バブラー管へ

バブラー管から

差圧計または、
差圧発信器の高圧側へ

AIRorN2供給

BLOW 
MEASURE

切換コック

Rc1/4 or NPT1/4(F)

接続部概略図
（切換コック）
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7. 運転

7.1 運転開始

1) 切換コックをBLOW側にセットする。

2) レギュレータのノブを閉めた状態とします。(二次

圧力計はゼロを確認します。)
3) 流量調整バルブを全閉、全開の中間前後にセットし

ます。

4) 空気 (窒素 )を加圧して供給します。

5) 供給圧力が所定範 (0.3〜0.99MPa)であることを、

一次圧力計 (PRIMARY)で確認します。

6) レギュレータノブを徐々に回し、0.2MPaとなるよ

う設定します。

7) 切換コックをMEASURE側に切り換えます。

8) 流量計の指示を見ながら流量調整バルブを調整して

0.6〜0.8L/min.程度の流量となるようにします (60
〜80％F.S.)。

9) これにより液位にかかわらず一定の空気(窒素 )が
パージされ、PGTバブラー管の先端の圧力がCP−

22−100−Bパージセットの切換ポート部の (4)に導

かれ、圧力表示や圧力伝送により液位を測定できま

す。

7.2 注意事項

1) 流量調整バルブは加圧中は全閉としないこと。定

流量弁部のダイアフラムが破損することがありま

す。

2) 運転停止の際は、レギュレータバルブを閉め、二

次圧(SECONDARY)をゼロとすること。

3) PGTバブラー管内に測定液体中の固形物などが堆

積して詰まりを発生した場合は、ブローにより除

去することができます。

 ・切換コックをBLOW側に切り換えることにより、

供給圧力をそのままPGTバブラー管内に導入しブ

ローします。

この切換の際、瞬間的に供給圧力がCP−22−100−B
パージセットの切換ポート部の(4)に導かれ、差圧計

や圧力発信器に伝わることがありますので、接続して

いる計器の破壊圧力に注意してください。

流量調整バルブ

二次圧力計

(SECONDARY)

レギュレータノブ

流量計
一次 (供給 )圧力計

(PRIMARY)
切換コック
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8. 保守

8.1 流量計部の清掃

流量計部の清掃やテーパ管の交換などは下記要領で行

います。

1) プロセスを停止して、流量計をパネルから取り外し

ます。

2) テーパ管はスピンドルを回転させ、テーパ管の端面

をガスケットに押しつけシールします。

3) スピンドル (スピンドルナット )の位置は、バルブの

無い形式の場合は下側、バルブのある形式のある場

合はバルブの反対側にあります。

4) 対辺22mmのレンチを用いてスピンドルナットを回

転し、押しつけを緩めます。

5) スピンドルナットが回転しなくなったら、テーパ管

を抜き取ります。

6) この際、レンチでテーパ管を破損しないよう注意し

てください。

7) テーパ管内部にはフロート、フロートストッパがあ

ります。ピンセットなどを用いて内部部品を取り出

して、テーパ管、内部部品の清掃を行います。

8.2 予備品

予備品のご注文の際は、当該製品の弊社製造番号と部

品名称をご指示ください。

製造番号はテーパ管の目盛の下側に記載してあります。

製造番号例：F97–123456–78

弊社での製造記録の保存は、製造から5年間となって

おります。製造から5年以上経過した製品については

一部製造記録が無く、製作仕様をお問い合わせする場

合や、部品製作ができない場合もありますので、ご了

承ください。

8.3 特殊仕様品

標準のCP−22−100−B形の他に下記の特殊仕様品があ

ります。

■CP−22−100−BE
パネル表面にエポキシ塗装を施してあります。取扱い

は標準仕様品と同じです。

■CP−22−100−2B
一面のパネル板に2系統のパージセットを装備した2
連式です。個々の取扱いは標準仕様品と同じです。

■CP−22−100−BZ
上記以外の特殊仕様品です。基本的な取扱いは標準仕

様品と同じです。



All right Reserved Copyright © 2017 TOKYO KEISO CO., LTD. 


